
日本人の食卓考
～低座ダイニングのすすめ～

11 月 11 日 ( 金 ) ～ 12 月 4 日 ( 日 )
10：00 ～ 19：00　※水曜・木曜定休日

家具は身体と暮らしで選ぶ

リビングとダイニングを区分けせず、
少ない家具でひとつの空間をのびのび使いたい。
そんな人から支持されている

「リビングダイニング家具」
主流はソファと低めのテーブルを
組み合わせたセットですが、
当店では腰をしっかりと支えてくれる
4 本脚のチェア（低座の椅子）
との組み合わせをおすすめしています。
食事はもちろんのこと、デスクワークでも
身体が疲れにくいからです。

今回の企画展では「インテリア末永」が
自信をもっておすすめできる、
リビングダイニング家具をセレクトしました。

低座ダイニングの元祖ともいえる
モノ・モノ（東京）の低座椅子。
モダンな空間に映える
匠工芸（旭川）の SPREAD シリーズ。
畳の上でも難なく使える
日進木工（高山）の SLOW シリーズ。

いずれもテーブルの高さは 61cm 前後。
椅子の座面は 36cm 前後。
身長 150cm 台の人でも足が床に届く
日本人向け仕様です。

会期中は 3 社のデザイナーが当店に集まり、
日本人と食卓のあり方について考えを深める
トークイベントを開催します。
また、食卓を彩る陶磁器と漆器もあわせて
展示販売します。
いまお使いの椅子が身体に合ってない、
寛げないと思っている方、ぜひご来店ください。




